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(猫とたわむれるツ子ばあちゃん)

よ竹ツ子さんは、須賀川市の金子菊さんと 5ケ尽ち

「県内て2番目になりましたよ。 ぜひ i番になって下さい」との励 ヲ犬

としているツ子ばあちゃん。

ても、訪れた人達には必ず、手作りの五円玉ミ長生きのお守りミを手渡し、長

寿を分けてくれます。そんなやさしさと、おもいやりが長寿の秘けっかも…・・・・0



平成 2年10}3広報たまかわ

村
内
の
九
十
歳
以
上
の
方
々

は
十
九
人
。
村
で
は
九
月
十
一

日
に
長
寿
者
訪
問
を
行
い
、
村

長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
に
侍
っ

て
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
寝

た
き
り
の
方
も
何
人
か
お
ろ
れ

ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど
の
方
が
元

気
で
、
最
近
の
暮
ら
し
の
様
子

や
長
生
き
の
秘
け
つ
を
認
し
て

く
れ
ま
し
た
む

(
石
森
ク
マ
さ
ん
と
石
森
タ

カ
さ
ん
は
、
都
合
が
惑
く
お

話
を
儒
え
ま
せ
ん

関根キヨさん(96)

(ヰヒ須錠)

レピでドラマを見る
若いとき、と

「
こ
に
来
て
苔
…
一
年
に
な
っ
け
ど
も
、

は
揺
り
に
家
は
な
か
っ
た
な
い
」

ふ
と
ん
の
片
付
け
や
身
の
呂
り
の

い
、
茶
の
間
で
テ
レ
ピ

と
は
自

の
が
け
口

で

。

く

よ

く

よ

し

な

い

こ

と

と

、

い

っ

ぱ

い

食

べ

な

い

こ

の

秘

け

つ

。

ミチさん(95)

(衛摂韮)

2番目の長持者
一コ n 

大竹ツ子さん
(104議 }II辺)

命酒。

ニ
歳
の
持
か
ら
百
姓
ゃ
っ
た
ん
い
。

若
い
壌
に
消
防
団
つ
ぐ
っ
た
の
が
思
い
出
だ
会
い
」

最
近
は
、
ひ
ぎ
を
痛
め
て
出
歩
く
機
会
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
食
事
は
き
ち
ん
と
し
ま

す
。
生
卵
、
を
…
尽
に
こ
偶
ず
つ
食
べ
て
い
る
せ

い
か
、
裂
の
毛
も
黒
々
。
好
き
嫌
い
h

で

べ
る
の
が
、
長
生
き
の
秘
け
つ
。

ん々
C

M
計
士
。
〉

十
一
品
一
官
一
時
流

最
?
拐

で
Z
J
一リ

性
J

歳

男

増

加

の

{

村

湖
人
が
元
気
に
出
席

一
年
度
の
敬
老
会
が
、

十
四
日
村
博
育
館
で
関
か

百
人
の
お

村
長
が

そ
し

れ

1.，. 
」

式
活字ん
をの
述ご
べ努
た力
あに
と感九
、語fでト員長

しこ手江
まら

教や語りに大警び

念
品
!
レ

を

こ

ま

た

、

び
入
れ
ノ
で
は
、
お
年
寄
り
が
歌
や

会
場
を
わ

か
し
て
い
ま
し
た
c

2 

保育需の子供達も飛び入り

3 



平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定

例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

事磁器年忌1人当たりに使われたお金
392，595円

泉中学校建設現場

一般会計決算の推移

61 

62 

63 

1. 5 96 

1. 1 % 

0.8 % 

0.1 96 

二
億
一
、
ニ
き
万
円
必

財

産

収

入

M

村

鑑

プ1..
ナし

万
税円

11. 8 % 

九
億
一
一
一
二
五
八
万
円

土

木

費

30.89ぢ
教育費

4億 8，581万円

16.1 % 
一一平成元年度建設事業一一

補助事業 81:意2，303万円 30億 2，180万円フE

入
31億3，404万円

一
〈
、
一
一
ニ
四
万
円
沼

地
方
譲
与
税
日

一ニ、
0
3
一
万
円
弱

交

付

金

上

自
動
車
取
得
税

L

5
6万
円

Mm

利
子
割
交
付
金

U

残額 1億1，224万円i

歳出

30億2，180万円

ムミゐ

ブヨ

2. 0 I O. 9 I O. 2 I万
引必i労i円

|歳入歳出差引

歳
農林水産業費

4億 1，400万円
13. 7箔

総務費

4億 295万円 13.496

単独事業 5億4ヲ563万円

4 

平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
三
十
一
億

四
千
四
万
円
、
歳
出
総
額
三
十
億
二

千
百
八
十
万
円
、
差
引
残
額
(
形
式

収
支
二
億
千
二
百
二
十
四
万
円
で
、

学
校
用
地
造
成
事
業
に
よ
り
翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
四
千
百
六
十

七
万
円
を
差
し
引
い
た
額
(
実
質
収

支
)
は
、
七
千
五
十
七
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
歳
入

で
十
七
・
六
%
の
増
、
歳
出
で
十
六
・

六
%
の
増
と
な
り
ま
す
。

前
年
度
よ
り
も

作

6
%
の
謂

平
成
元
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、
三
十
一
億
三
千
四
百
四
万

円
。
前
年
度
に
比
べ
四
億
六
千
九
百

九
十
九
万
円
多
い
十
七
・
六
Mm
の
高

い
伸
、
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内

容
は
、
地
方
交
付
税
が
ふ
る
さ
と
創

生
交
付
金
等
で
十
八
・
六
%
の
増
と

な
り
、
歳
入
全
体
の
三
十
六
%
を
占

め
て
い
ま
す
。
国
・
県
支
出
金
は
空
港

関
連
の
補
助
事
業
が
年
々
完
了
し
、

九
・
一
%
の
減
、
村
税
も
前
年
度
の

冷
害
、
災
害
の
影
響
で
四
・
八
%
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
中
学
校

用
地
取
得
の
た
め
の
建
設
基
金
取
り

崩
し
繰
入
金
、
村
債
の
増
等
が
加
わ

り
全
体
で
十
七
・
六
%
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

九・

1
%が
依
存
財
源

歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
と
依
存

財
源
に
分
け
る
と
、
自
主
財
源
が
全

体
の
二
五
・
九
%
で
前
年
度
よ
り
二
・

六
%
上
回
っ
て
い
ま
す
。
要
因
は
、

学
校
等
建
設
基
金
繰
入
金
の
増
加
で

す
。
ま
た
、
依
存
財
源
は
国
県
支
出

金
の
減
に
よ
り
前
年
度
を
二
・
六
Mm

下
回
っ
た
も
の
の
全
体
の
七
四
・
一

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

が土

ぴ費

歳
出
決
算
の
総
額
は
、
一
二
十
億
二

千
百
八
十
万
円
。
前
年
度
に
比
べ
四

億
二
千
九
百
二
十
二
万
円
多
い
十
六

六
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

持
に
土
木
費
は
八
十
五
・
八
%
の

増
、
教
育
費
が
四
十
三
・
九
%
の
増

と
高
い
伸
、
び
と
な
っ
て
お
り
、
主
な

要
因
は
空
港
関
連
整
備
、
公
営
住
宅

建
設
、
中
学
校
建
設
事
業
で
す
。
構

成
比
も
、
土
木
費
と
教
育
費
で
全
体

の
四
十
六
・
九
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

5 



入
5億2，951万円

歳出 。
4億8，285万円

一
人
当
た
り
医
療
費
は

お

万

5
千

円

平
成
二
年
度
決
算
の
特
徴
は
歳
出

の
医
療
諸
費
が
増
え
て
い
る
こ
と
で

す
。
医
療
諸
費
総
額
は
、
二
億
四
千

五
百
二
十
三
万
円
、
昨
年
よ
り
も
六

百
八
十
五
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す

D

こ
れ
は
、
受
給
者
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。

年
間
の
平
均
受
給
者
は
六
百
六
十

七
人
。
一
人
当
た
り
医
療
費
は
三
十

六
万
五
千
円
で
昨
年
よ
り
も
約
千
円

下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
外

来
診
療
が
増
九
た
た
め
で
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
努
め
ら
れ
た
結
果
と
一
一
一
日

え
ま
す
。

計
画
的
に
法
師
の
診
療
を
受
け
、

限
り
あ
る
医
療
費
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。

2億4，814万円

医療費に売る被保険者数と保険税の推移

医療費問保負担

296，720，607円
( 100必)

329，454，049円
(111. 0 ~ぢ)

330，278，640向
( 111. 3 96) 

~ 3，617人

324，280，210円
(109， 3 ~ぢ)

( )は61年度を100とした比率 35

年度

62 

63 

刀二

61 

-国保加入世帯 1，020世帯

・被保験者数(老人を除く〉

3，121人

・1世帯当たりの保険税

193，980円

• 1人当たりの保険税

56， 795円

※年間平均の数字です。
1日1人当たり給水量は

a 

平
成
元
年
度
の
本
村
広
域
水
道
の

及
率
は
、
七
一
・
六
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
給
水
戸
数
及
び
人
口
を
前

年
度
と
比
較
し
ま
す
と
二
一
一
十
二
戸
、

六
十
三
人
の
増
加
。
一
日
平
均
給
水

量
は
、
千
九
十
一
立
方

μ
で
、
一
人

当
た
り
に
す
る
と
二
百

t
(
工
場
用

水
を
含
む
)
、
ド
ラ
ム
缶
一
本
分
に

相
当
し
ま
す
口

前
年
度
に
比
べ
る
と
一
日
当
た
り

で
百
三
十
四
立
方
M
、
年
間
に
す
る
と

四
万
八
千
七
百
二
十
八
立
方
討
の
増

加
と
な
り
ま
す
。
主
な
要
因
は
、
村

民
の
文
化
的
生
活
の
向
上
、
産
業
活

動
の
進
展
、
住
宅
新
築
に
よ
る
給
水

戸
数
の
増
加
で
す
。
年
々
増
え
る
水

の
需
要
に
対
し
て
、
今
後
安
定
し
た

供
水
を
行
う
た
め
、
水
資
源
の
確
保

55千円

国
保
税
一
世
帯
あ
た
り

叩
万

4
千
円
を
負
担

50 

平
成
一
冗
年
度
の
決
算
状
況
を
み
る

と
、
歳
入
総
額
五
億
二
千
九
百
五
十

一
万
円
、
歳
出
総
額
四
億
八
千
二
百

八
十
五
万
円
、
で
差
し
引
き
四
千
六

百
六
十
六
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
の
中
の
大
き
な
財
源
は
、
国

庫
支
出
金
と
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

昨
年
と
比
べ
ま
す
と
保
険
税
が
三
千

七
百
六
十
七
万
円
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
、
冷
害
に
よ
る
減
免
惜

震
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
一
世
帯
当

た
り
が
納
め
る
保
険
税
も
十
九
万
四

45 40 

千
円
、
一
人
当
た
り
で
み
る
と
五
万

六
千
八
百
円
に
な
り
、
負
担
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
(
病
気

や
け
が
で
医
師
に
か
か
る
場
合
に
支

払
わ
れ
る
金
額
)
が
三
億
二
千
九
百

十
四
万
円
、
次
に
老
人
保
健
医
療
費

拠
出
金
が
九
千
九
百
八
十
七
万
円
で
、

こ
の
二
つ
で
全
体
の
八
十
八
・
八
%

を
占
め
ま
す
。
年
間
匿
療
費
は
、
一

人
当
た
り
十
万
三
千
九
百
円
。
一
世

帯
当
た
り
三
十
一
万
七
千
九
百
円
で

昨
年
と
比
べ
る
と
七
・
二
%
と
六
・

七
%
ず
つ
増
加
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占

め
る
の
が
成
人
病
で
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
各
種
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
、
ま
だ
受
診
率
が
低
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。
健
康
管
理
に
対

す
る
自
覚
を
高
め
、
疾
病
の
予
拐
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

6 

養給付費(保険者 7割負担分)

19， 135件 2億 9，081万円

養費

(コノレセット、柔道整復師など)

315件 151万円

高 額 療 養 費

536件

産費

15件

祭費

41件

審査支払手数料

2. 

3，196万円

195万円

164万円

127万円

( 1十 2+ 3) 

3信 2，428万向

助

葬

が:

3. 

4. 

6. 

5 

1，258万円

406万円

と
管
路
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

給水の状況

多給水戸数 1，283戸

⑧年間給水量 398，199ば

綴 1日平均給水量 1 ，091 m3 
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b
父
通
事
散
防
止
の
願
、
い
起
を
込
一
め
て
…
…
引
…

一一党劃怠
f

誌径九一一しい
hYN
九号…ぃ…前九円一

九
月
二
十
日
か
ら
九
月
一
一
自

ま
で
の
一
二
日
間
、
村
内
各
小
学
校
四

校
で
交
通
安
全
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
子
供
遣
が
一
生
懸
命
演
奏

す
る
姿
に
、
沿
道
の
人
か
ら
は
さ
か

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
川
第
一
小
学
校
で
は
延

期
に
な
っ
て
い
た
「
交
通
事
故
防
止

の
願
い
」
の
風
船
上
げ
が
行
わ
れ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
た
風
船
四
百
個

が
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
口入

基
費
100 
万

贈円

|東京精工|

東
京
精
工
株
式
会
社
か
ら
村
に
、
創
立
二
十
周
年

の
記
念
事
業
と
し
て
、
小
中
学
校
の
図
書
購
入
費
百

万
円
と
本
欄
五
基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
村
内
小

中
学
生
た
ち
の
育
成
に
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
「
東

京
精
工
文
庫
」
、
と
し
て
各
学
校
に
設
同
車
さ
れ
ま
す
。

贈
呈
式
は
九
月
十
二
日
村
長
室
で
行
わ
れ
、
篠
原

一
三
社
長
か
ら
車
田
村
長
に
自
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
篠
原
社
長
は
「
村
が
力
を
入
れ
て
い
る
人
材
育
成

に
、
会
社
と
し
て
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
し
と
し
て
、
今

後
も
毎
年
、
社
の
創
立
記
念
日
(
九
月
十
六
日
)
に
図

書
券
十
万
円
分
を
寄
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
口

一一一一一一---ーーー嶋幽崎勝刷雌鴨嶋働四冊冊明--・嶋崎叫町田---ーー---
-・神崎也・・ー----司・・ー・--ー司ーー一一一一一一

を
深

会
を
開
催

願いを込めて、風船400個を

平
成
二
年
度
地
域
別
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
交
流
会
が
、
九
月
七
日
一

午
後
三
時
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
機
構
の
事
業
に
つ
い
一

て
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
村
内
企
業
を
代
表
し
て
東
京
精
一

工
(
株
)
の
篠
原
一
三
社
長
が
、
業
界
の
状
況
や
推
進
機
構
へ
一

の
意
見
、
要
望
を
発
表
。
参
加
し
た
村
関
係
者
(
二
十
五
人
)
一

は
、
意
見
交
流
を
し
て
、
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
に
つ
い
一

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

四辻分校の生徒17人も元気にパレード

-
4年
生

で
役

みよL，
ザー

須
釜
小
学
校
の
一
一
一
・
四
年
生
(
七
十
九

人
)
が
、
秋
の
遠
足
で
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。
九
月
十
八
日
午
前
十
時
頃
に

ミ

こ
し
た

は
、
関
根
教
育
長
に
案
内
さ
れ
、
庁

内
各
謀
、
村
長
室
、
議
場
を
見
学
。
各
課

長
か
ら
の
説
明
を
、
メ
モ
し
な
が
ら
真
剣

に
開
い
て
い
ま
し
た
。

路
工
会
婦
人
部
員
二
十
五
名
が
、
福
島

む
ら
お
こ
し
フ
ェ
ア
別
に
出
品
す
る
た
め

に
、
や
ま
ぶ
き
の
甘
辛
煮
を
作
成
し
ま
し

た。

一
日
の
二
日
に
渡
っ
て
、

ロ
の
ふ
き
を
加
工
し
、
四
百
二
十
二

袋
を
完
成
。
九
月
十
四
日
に
郡
山
ユ
ラ
ッ

ク
ス
熱
海
で
行
わ
れ
た
、
商
工
会
法
施
行

三
十
周
年
記
念
事
業
の
福
島
む
ら
お
こ
し

フ
ェ
ア
闘
に
出
品
し
ま
し
た
。

添
加
物
を
一
切
使
用
し
て
い
な
い
製
品

と
あ
っ
て
評
判
も
な
か
な
か
だ
っ
た
よ
う

で
f
。
ま
た
、
会
場
に
は
鹿
谷
郷
の
凍
項

ウ
ー
ロ
ン
茶
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
十
一
・

一

8 

代表して、意見を述べる篠京社長

村
内
防
犯
連
絡
責
任
者
三
十
八
人

に
よ
り
、
玉
川
村
防
犯
連
絡
所
協
議

会
の
設
立
総
会
が
八
月
二
十
七
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
発
起

人
代
表
の
境
田
会
長
(
須
釜
地
区
防

犯
協
会
)
あ
い
さ
つ
の
あ
と
議
事
に

入
り
、
規
約
の
制
定
や
事
業
計
画
な

ど
を
原
案
ど
わ
り
承
認
。
ま
た
、
役

員
選
任
で
は
、
会
長
に
佐
久
間
倉
太

(
岩
法
寺
)
を
選
び
ま
し
た
。

役
員
は
次
の
と
お
り

会
長
佐
久
間
倉
太
(
岩
法
寺
)

副
会
長
渡
辺
政
一
(
北
須
釜
)

小

針

武

夫

(

中

)

監

事

塩

沢

直

利

(

南

須

釜

)

須

藤

善

之

(

川

辺

)

庶
務
・
会
計
宗
形
友
一
一
一
(
総
務
課
長
)

増
子
貞
美
(
防
犯
係
)

境
問
孝
意
(
須
釜
防
犯
協

会
長
)

仁
井
田
保
雄
(
玉
川
村
西

部
防
犯
協
会
長
)

白
岩
喜
八
(
泉
郷
駐
在
所
)

佐
瀬
誠
(
須
釜
駐
在
所
)

// 

顧

間

// 

事
務
局

。

ん

献こ
の
ほ
ど
、
山
小
居
の
石
森
春
男

さ
ん
(
三
十
九
歳
)
と
、
北
須
釜
の

鈴
木
孝
さ
ん
(
三
十
八
歳
)
に
、
献

血
三
十
回
の
功
労
を
た
た
え
、
自
本

赤
十
字
社
か
ら
「
銀
色
有
功
賞
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た

G

伝
達
式
は
村
長
室
で
行
わ
れ
、
村

長
か
ら
有
功
賞
を
手
渡
さ
れ
た
二
人

は
寸
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
、
今
後
も
で

き
る
だ
け
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
す
い

石森春男さん孝さん鈴木

9 
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会社の概要

広報たまかわ

技
術
の
分
散
化
を
図
る

代表取締校

J J¥原良雄

高
齢
者
教
室
(
な
つ
椿
・
こ
ぶ
し

学
級
)
の
野
外
研
修
が
、
九
月
五
・

六
日
一
治
二
臼
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
会
津
の
歴
史
と
生
活
文
化

を
訪
ね
て
L

を
テ

i
マ
に
、
百
二
十

八
名
が
参
加
。
会
津
の
史
跡
や
名
勝

を
研
修
し
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
口

一
日

E
は
、
慧
配
事
史
跡
と
認
」

げ
d
ト
&
v司
J

廊
を
見
学
し
天
鏡
台
へ
口
天
鏡
台
か

ら
の
、
す
ば
ら
し
い
猪
苗
代
湖
の
眺

め
に
、
学
級
生
は
し
ば
し
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
宿
舎
で
の
夕
食
時
に
は
、

各
地
区
ご
と
の
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
と
な

り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
午
前

中
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
。

講
師
の
岩
谷
浩
光
さ

ん
か
ら
の

メモをとりなカずら
大親
会善第
がソ 十
九フ七
月 ト益田
ニポ役
目 I ~.哉
、jレ 員

玉
川
ハ

i
ネ
ス
は
昭
和
四
十
九
年

六
月
に
創
立
。
当
初
は
三
十
名
の
従

業
員
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
一
つ
の
工
場
で
一
貫
生
産
す

る
こ
と
が
技
術
的
に
難
し
く
な
り
、

ま
た
親
会
社
(
菱
星
電
装
・
泉
崎
)
の

す
す
め
も
あ
っ
て
、
工
場
の
分
散
化

を
図
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
に

は
郡
山
工
場
(
従
業
員
六
人
)
・
今

年
の
三
月
に
泉
崎
工
場
(
従
業
員
十

人
)
・
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
に
は

玉
川
工
場
を
南
須
釜
字
南
宿
か
ら
現

在
の
堂
ノ
内
に
移
転
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
経
営
を
図
つ
で
き
ま
し
た
。

コネクターへ電線を挿入
徳
廊
、
わ
が
村
の
厳
峯
寺

に
つ
い
て
講
義
を
熱
心
に
受

講
。
そ
の
後
、
会
津
若
松
市

へ
移
動
し
鶴
ケ
城
を
見
学
。

案
内
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
の

説
明
を
開
き
な
が
ら
、
域
内

を
歩
い
で
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
田
漆
器
会
館
で

は
会
津
塗
を
見
学
。
会
津
塗

の
産
業
と
し
て
の
基
礎
や
つ
く

り
は
、
一
五
八

O
年
(
天
正

八
年
)
に
枇
抑
制
府
純
が
近
江

の
国
か
ら
職
人
を
呼
び
、
日

野
椀
を
作
ら
せ
た
ご
と
に
始

ま
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
良
い
お
み
や
げ
を
い
っ

ば
い
買
っ
て
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

ホームjレームでは
手のひらのうたも

村
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
十
チ
!
ム

が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
、
教
育
チ
!
ム
が
八
年
ぷ

「
妻
(
一
枝
さ
ん
)
の
親
せ
き
か
ら

す
す
め
ら
れ
て
仕
事
を
始
め
ま
し
た

が
、
よ
く
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た

な
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
」
と
し

み
じ
み
諮
る
小
原
さ
ん
口
従
業
員
は

全
部
で
一
一
十
二
人
(
男
十
二
人
・
女

十
人
)
で
す
が
、
工
場
が
分
か
れ
て

い
る
た
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な

ど
を
合
同
で
行
い
社
員
の
交
流
を
思

っ
て
い
ま
す
。

与加工された電線

ミ孟主左〉
(111. -;z:;: 

須
釜
中
学
校
を
昭
和
三
十
一
年
に

卒
業
し
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
コ
ニ

一
会
」
(
会
長
・
塩
沢
哲
男
)
と
、

一
年
後
輩
の
つ
か
~
て
や
ま
会
」
(
会

長
・
国
井
正
孝
)
の
会
員
が
、
九
月

一
日
夜
、
村
氏
グ
ラ
ン
ド
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
親
善
試
合
を
行
い
、
交
流

を
図
り
ま
し
た
。
体
よ
り
も
口
を
使

ター
っ
た
戦
い
と
な
り
和
気
あ
い
あ
い
の

試
合
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た

H

延
長
戦
H

は
、
奥
平
の
須

釜
中
央
集
会
所
で
行
わ
れ
、
夜
が
ふ

け
る
ま
で
中
学
校
時
代
の
思
い
出
話

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

(
寄
稿
者
三

会
事
務
局
)

り
二
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た

D

準

優
勝
は
商
工
会
チ

l
ム
、
一
二
位
が
須

釜
農
協
役
員
と
体
育
指
導
員
チ

i
ム。

10 

組立はすべて手作業

組立られた製品

製
品
は
低
圧
電
線
を
切
断
し
皮

む
き
、
端
子
圧
力
加
工
を
し
て
、

そ
れ
に
コ
、
不
ク
タ

i
を
挿
入
し
、
組

み
立
て
、
検
査
を
し
て
出
荷
。
菱
星

電
装
を
通
し
て
日
産
自
動
車
へ
納
品

さ
れ
ま
す
。
自
動
車
用
の
ハ
'
ゑ
ス

は
、
メ
イ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
・
イ
ン
パ

ネ
・
ボ
デ
ィ
・
ト
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
、

現
在
は
、
イ
ン
パ
、
不
部
分
の
イ
ン
ス

ト
ハ
!
、
ネ
ス
(
メ
ー
タ
ー
の
と
こ
ろ

の
配
線
)
を
月
産
五
千
台
分
製
造
し

て
い
ま
す
。
「
ほ
と
ん
ど
が
手
作
業
の

た
め
、
人
が
い
な
い
こ
と
に
は
ど
う

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
人
を
集
め
る
の

に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
L

と
入
手

不
足
の
実
情
を
語
る
代
表
で
す
が
、

そ
れ
を
補
う
た
め
、
各
工
場
の
連
絡

を
密
に
し
で
、
む
だ
の
な
い
生
産
体

制
守
つ
く
り
に
努
め
で
い
ま
す
。

笑顔のと延長戦と

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

12 

教

ナイス、スイング/

協

民自

定~

協

消
防
団
幹
部

区

長

メ〉、
立さZ

須

釜

役
場
三
役
課
長

商
工
会
役
員

村

議

会

議

員

体
育
指
導
委
員

曲
一
服
唯
一
問
先
女
日
田
氏

5 
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平成 2年10月

お元気マナわ⑧

広報たまかわ

、¥1 '~ c)皆7ん、、

行
政
相
談
と
県
政
相
談
の
合
同
相

談
所
を
次
に
よ
り
開
設
し
ま
す
。

日
時
十
月
十
五
日
(
月
)

午
前
十
時
1
午
後
三
時

場
所
役
場
北
庁
舎
、
会
議
室

国
や
県
の
仕
事
に
対
す
る
意
見
、

要
望
を
お
持
ち
の
方
、
生
活
上
で
の

悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
を
お
持
ち
の

方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
な

お
、
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま

す
。

二
等
陸
・
海
・
空
士
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

男
子

募
集
期
間
平
成
二
年
十
月
一
日
1

十
二
月
三
十
一
日

地
位
特
別
職
国
家
公
務
員

給
与
初
任
給
十
二
万
一
千
円

ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
五
・
一
ヶ
月
分

詳
し
く
は
、
郡
山
募
集
事
務
所

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

0

8
(
O
二
四
九
)
三
二
ー
一
四
二
四

今
年
は
全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査

の
年
で
す
。
抽
出
さ
れ
た
車
柄

(事

前
連
絡
)
に
つ
い
て
、
当
日
の
運
行

状
況
を
調
査
し
ま
す
。
調
査
員
が
訪

問
の
際
に
は
、
ご
協
力
下
さ
い
。

調
査
期
間十

月
二
十
一
日

1
二
十
二
日

十
月
二
十
四
日

i
二
十
五
日

調

査

名

オ

ー
ナ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

O
D
調
査

調
査
台
数
百
三
十
六
台

結
果
は
、
今
後
の
道
路
計
画
や
維

持
管
理
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

自宅の門の前で、奥さんの礼子さん、長女・
麻希子ちゃん、次女・由希子ちゃんと一緒に

玉川村{こ生まれた事をすう ーっと誇りに思

っています。村を離れて暮らすこと約20年で

すが、盆と正月には必ず帰省して故郷の空気

に触れています。心の中心を確かめながら、

阿武隈川の111べりを歩いた事を必ず思い出し

ます。東京玉JI/会に入会したのもこんな下地

ぜあったからて胸す。

2年程前{こ千葉県柏市郊外に住居を構え、

妻・礼子(38歳)、長女・麻希子(6歳)、次女・

由布子(2歳)と、 4人一緒に元気て頑張って

生きています。これも自分の生まれた故郷を

心の中{こ大切にしているたまものと思ってい

ます。

柏市は、人口増加が続く消費都市て、人口

約30万人を超えるべットタウンてす。東京ま

での通勤時間は約 1時間半ですが、毎日元

気に、仕事に励んております。

広報「たまかわJ て、毎月、故郷の情報を知

る事がてき、本当に楽 1ノく、大きな安心惑を

かみしめています。

急激に変貌しつつある玉川村に、少し淋し

い気がするのは、私のわがままな感傷のなせ

る業でしょう。

玉川村の皆さんと、東京玉/1/会の皆さんの、

更なる未来を想って筆を置きます。
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千葉県柏市

森 清春さん(吉出身)

相
談
日
月
曜
日

i
金
限
日

午
前
九
時
三
十
分
1午

後
四
時
四
十
分

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
相
談
日
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
i
四
時

制
日
本
損
害
保
険
協
会
「
福
島
自
動

車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」

福
島
市
栄
町
一

O
l
一
二

住

友

生

命
福
島
ピ
ル
五
階
合

(
O
一
一
四
五
)

一
二
ー
一
二
九
五
(
直
通
)

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発
途

上
国
で
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
青

年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集
中
で
す
白

募
集
期
間

十
月
十
五
日

1
十
一
月
三
十
日

資

格

二

十

歳

1
三
十
九
歳
の
男
女

派
遣
期
間
二
年
間

職
種
約
百
五
十
種

応
募
方
法

所
定
の
願
書
を
隊
事
務
局
ま
で

募
集
説
明
会
十
月
二
十
六
日
福

島
市
民
会
館
十
一
月
十
六
日
郡

山
市
中
央
公
民
館

午
後
六
時
三
十

分
1
午
後
八
時
三
十
分
県
民
生
活

課

告

(
O
二
四
五
工
二

l

一
一一

内
線
二

O
七
こ
ま
で

-
生
涯
学
習
講
座

(通
信
講
座
)
教

養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書
道、

硬
筆
・
俳
句
・
囲
碁
な
ど

ω講
座

申
込
締
切
十
月
三
十

一
日
ま
で

詳
し
い
案
内
蓄
を
ご
希
望
の
方
は
、

宮

(
O
二
四
二
五
)
七
二
|
一
一
一
一
五
一

引
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
1
%

M
N
H
K
学
園
八

E
五
十
一
係
ま
で

一γ
案
内
書
は
無
料
で
す
。

十
月

一
日
か
ら
一
週
間
は
「
法
の

日
」
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
法
の

意
義
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
県
弁
護
士
会
・
法
律
扶

助
協
会
福
島
支
部
の
共
催
で
相
談
会

が
開
か
れ
ま
す
。

日
時
十
月
四
日
(木
)

午
前
十
時
1
午
後
三
時

場
所
郡
山
裁
判
所
弁
護
士
控
室

|
法
ま
も
る

心
が
築
くよ

い
社
会
|

県
で
は
、
灯
油
な
ど
石
油
製
品
の

価
格
や
物
価
に
関
す
る
、
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
、
ご

質
問
を
わ
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

受
付
時
間
月
曜
日

1
金
曜
日

午
前
八
時
三
十
分

i

十
分
i
午
後
五
時
十
五
分

土
限
日
(
第
二
・
四
を
除
く
)

午
前
八
時
三
十
分
1

午
後

O
時
三
十
分

県
庁
県
民
生
活
課
物
価
ダ
イ
ヤ
ル

合

(
O
二
四
五
)
二
一

a
g
a
g
g
l
e

四
七
七
四

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
、
建
設
省
と
福
島
県
が
、
違

反
建
築
防
止
週
間
を
実
施
し
ま
す
口

目
的
は
、
良
好
な
市
街
地
の
環
境

を
形
成
す
る

D

ま
た
、
個
々
の
建
築

物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

期
間
中
、
建
築
活
動
の
盛
ん
な
地

区
を
重
点
に
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

実
施
日
十
月
十
二
日
(
金
)

※
違
反
建
築
と
は
、
建
築
基
準
法
に

も
と
づ
く
建
築
確
認
申
請
を
せ
ず
に

建
て
ら
れ
た
建
物
な
ど
を
い
い
ま
す
。

13 



%
献
血
車
来
村

真
心
待
っ
て
い
ま
す

十
月
十
八
日
(
木
)
献
車
車
が
来
村

し
ま
す
。
あ
な
た
の
愛
を
分
け
て
下

白
時
十
丹
十
八
日
(
木
)

場
所
及
び
時
間

@
中
根
精
工
(
株
)

午
前
九
時
三
十
分
;
十
時
三
十
分

@
片
山
ゴ
ム
(
株
)

午
前
十
時
四
十
分
i
十
一
時
四
十
分

@
須
釜
農
業
協
同
組
合

正
午
;
午
後
一
時

-
東
京
精
工
(
株
)

午
後
二
時
i
午
後
三
時
三
十
分

@
玉
川
村
役
場

午
後
三
時
四
十
分
1
五
時
三
十
分

お誕生おめでとう
ございます

第
四
回
村
長
杯
親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
八
日
(
日
)

午
前
八
時
三
十
分
集
合

( 8月届出分)

出生児氏名 保護者名

大竹架多

曲山主去しころos 文 彦

佐 久 間 蕗 芥 昌徳

湯津圭介徳雄

車田明紀枝 明 徳

有賀大晃貞亥

区

辺

生

口同

ク

// 

地

l
 

l
 

，a，，J
 午

前
九
時
十
分
ス
タ
ー
ト

福
島
百
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
東
・
中
・
西
コ
ー

ス
同
時
ス
タ
ー
ト

十
八
ホ

i
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
!
、
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
資
格
村
内
居
住
者
に
限
定

会

費

三

、

0
0
0円

申
込
方
法
村
公
民
館
へ
会
費
を
添
え
て

申
込
期
限
十
月
十
九
日
(
金
)
ま
で

※
先
着
八
十
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

「

J
i
ス

競
技
方
法

1，634戸(+11) 

7，651人 (+14)

3，811人(+7) 

3，840人(+7) 

す

)在

ャ
つ
現ロu

よ
1

同
月

の
判
弘
l
J
B
}

村

ω
盟
自
制
定
審

おくやみ申し上げます

( 8丹届出分)

死亡者氏名年齢世害主名

坂本海雄 68 輝雄

小針康二 80 弘

岡部正光 70 敬作

¥ )レノ 70 清和

地区

) 11 辺

中

崎

北須釜

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コし

・
川
辺
の
坂
本
輝
雄
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
北
須
釜
の
車
田
清
和
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
郡
山
市
の
大
越
ス
イ
さ
ん
か
ら

五

万

円

・
中
の
小
針
静
男
さ
ん
か
ら

三

万

円

(
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

東
京
玉
川
会
の
皆
さ
ん
ヘ

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ご
家
族
の
写
真
を

添
え
て
送
っ
て
下
さ
い
。
わ
待
ち
し

て

い

ま

す

。

広

報

係




